
令和元年 8 月 9 日 

五泉市 

 

「五泉地域衛生施設組合 一般廃棄物中間処理施設整備事業に係る環境影響評価 準備書」 

における修正箇所について 

 

謹啓 

このたびは、提出いたしました準備書及び準備書要約版の記載内容に不備が確認され、ご迷惑をおかけ

しまして、誠に申し訳ございませんでした。 

再度準備書の内容を精査し、記載内容の正誤表を作成いたしました。 

主要な点として、動物の確認種一覧のうち、鳥類について表中の確認種名と調査時期との齟齬を確認

し、表全体の差替え版を作成しています。また、大気環境や水質等の調査結果、昆虫類、底生動物の確

認時期について誤植がありましたので、表の一部を修正しております。 

以降に、修正箇所と修正内容の一覧表を示すとともに、準備書及び準備書要約版の修正箇所の正誤表

を示しています。 

このたびは多大なご迷惑をお掛けしたこと、重ねてお詫び申し上げます。 

敬白 

 

修正箇所・修正内容一覧表 

準備書該当ページ 修正箇所 修正内容 

P2-10 平成 28 年度の微小粒子状物質測定結
果 

年平均値の記載桁数を修正 「8」→｢8.0｣ 

P2-16 ①平成 25 年度の水質測定結果(大腸菌
群数、全亜鉛) 

 

 

 

 

②ノニルフェノールの環境基準値 

 

①測定結果を修正 

・大腸菌群数 

 横雲橋：「9.9×102」→「9.8×102」 

・全亜鉛 

 横雲橋 ：「0.01」→「0.011」 

 羽下大橋：「0.01」→「0.008」 

②環境基準値を修正 

 ・馬下橋、横雲橋：「0.001」→「0.002」 

 ・羽下大橋   ：「0.002」→「0.001」 

P2-17 図 2.1.11 中 BOD 項目名を修正 「BOD75%値」→「BOD」 

P2-18、P2-19、P2-20 水質測定結果 アルキル水銀の測定結果を追加 

P2-16、P2-17、P2-18、
P2-19、P2-20 

出典資料発行部署 発行部署名を修正 

「新潟県環境部」→「新潟県県民生活・環境部」 

P2-102、要約書 P2-5 対象事業実施区域の振動の類型区分 類型区分を修正 「2 号区域」→「1 号区域」 

P4-4、要約書 P4-4 悪臭の選定理由 誤字を修正 「握手」→「悪臭」 

P5-9、P6-103、P6-153 表中の記載漏れ 記載漏れ箇所を修正 

P6-232 表 6.7.5 鳥類確認種一覧 確認種名と調査時期等の齟齬を修正 

P6-239、P6-242 表 6.7.8 昆虫類確認種一覧のコガムシ 調査時期の秋季の●を削除・秋季合計種数の修正 

P6-245 表 6.7.11 底生動物確認種一覧のマルタ
ニシ 

調査時期の秋季の●を削除・秋季合計種数の修正 

P6-245 表 6.7.11 底生動物確認種一覧 表のヘッダーを修正 「和名」→「種名」 

p6-278～p6-282 表 6.8.4(1)～(5) 植物確認種一覧 表のヘッダーを修正 「和名」→「種名」 

p.6-306 写真 6.9,1 の図名 フォントを修正 「明朝」→「ゴシック」 

巻末 用語解説集 人の健康の保護に関する環境基準 項目数を修正 「23 項目」→「27 項目」 



・第 2 章 対象事業実施区域及びその周辺の概況 2.1 地域の自然的状況 2.1.1 気象、大気質等に関する大気環境の状況 (2)大気質 3) 微小粒子状物質 ｐ2-10  

誤 正 

表 2.1.7 微小粒子状物質の測定結果（平成 28年度、29年度） 

 

表 2.1.7 微小粒子状物質の測定結果（平成 28年度、29年度） 

 

 

・第 2 章 対象事業実施区域及びその周辺の概況 2.1 地域の自然的状況 2.1.2 水象、水質等に関する水環境の状況 (2)水質及び底質の状況 1) 生活環境項目 ｐ2-16  

誤 正 

表 2.1.12 平成 25～29年度 水質測定結果(平均値) 

項目 単位 河川 調査地点 H25 H26 H27 H28 H29 環境基準値 

pH - 
阿賀野川 

馬下橋 7.2 7.4 7.2 7.3 7.2 
6.5以上 

8.5以下 
横雲橋 7.2 7.1 7.2 7.2 7.2 

早出川 羽下大橋 7.1 7.0 7.1 7.1 7.2 

BOD 

(75%値＊) 
mg/L 

阿賀野川 
馬下橋 0.9 1.1 1.0 0.8 0.6 

2mg/L以下 
横雲橋 0.9 0.8 0.9 0.7 0.6 

早出川 羽下大橋 0.8 0.7 1.0 0.8 0.5 1mg/L以下 

SS mg/L 
阿賀野川 

馬下橋 10 6 4 9 15 

25mg/L以下 横雲橋 9 6 8 8 12 

早出川 羽下大橋 5 3 4 4 6 

DO mg/L 
阿賀野川 

馬下橋 10.7 11.3 10.7 10.3 11.1 
7.5mg/L 

以上 
横雲橋 10.7 11.0 10.9 10.7 11.1 

早出川 羽下大橋 10.7 10.6 10.7 10.6 10.9 

大腸菌 

群数 

MPN/ 

100mL 

阿賀野川 
馬下橋 5.5×102 7.4×102 3.5×102 1.1×103 2.1×103 1,000MPN/ 

100mL以下 横雲橋 9.9×102 4.0×102 7.0×102 8.4×102 1.7×103 

早出川 羽下大橋 7.9×102 1.6×103 2.2×103 3.0×103 1.2×103 
50MPN/ 

100mL以下 

全亜鉛 mg/L 
阿賀野川 

馬下橋 - - - - - 
0.03mg/L 

以下 
横雲橋 0.01 0.006 0.013 0.010 0.006 

早出川 羽下大橋 0.01 0.004 0.006 0.007 0.007 

ノニル 

フェノー

ル 

mg/L 

阿賀野川 
馬下橋 - - - - - 0.001mg/L 

以下 
横雲橋 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 

早出川 羽下大橋 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 
0.002mg/L 

以下 

備考：各項目の有効数字は「河川水質試験方法（案）」によった。 

資料：「新潟県 公共用水域の水質測定結果」(平成 25～29年度 新潟県環境部環境対策課)をもとに作成 

表 2.1.12 平成 25～29年度 水質測定結果(平均値) 

項目 単位 河川 調査地点 H25 H26 H27 H28 H29 環境基準値 

pH - 
阿賀野川 

馬下橋 7.2 7.4 7.2 7.3 7.2 
6.5以上 

8.5以下 
横雲橋 7.2 7.1 7.2 7.2 7.2 

早出川 羽下大橋 7.1 7.0 7.1 7.1 7.2 

BOD 

(75%値＊) 
mg/L 

阿賀野川 
馬下橋 0.9 1.1 1.0 0.8 0.6 

2mg/L以下 
横雲橋 0.9 0.8 0.9 0.7 0.6 

早出川 羽下大橋 0.8 0.7 1.0 0.8 0.5 1mg/L以下 

SS mg/L 
阿賀野川 

馬下橋 10 6 4 9 15 

25mg/L以下 横雲橋 9 6 8 8 12 

早出川 羽下大橋 5 3 4 4 6 

DO mg/L 
阿賀野川 

馬下橋 10.7 11.3 10.7 10.3 11.1 
7.5mg/L 

以上 
横雲橋 10.7 11.0 10.9 10.7 11.1 

早出川 羽下大橋 10.7 10.6 10.7 10.6 10.9 

大腸菌 

群数 

MPN/ 

100mL 

阿賀野川 
馬下橋 5.5×102 7.4×102 3.5×102 1.1×103 2.1×103 1,000MPN/ 

100mL以下 横雲橋 9.8×102 4.0×102 7.0×102 8.4×102 1.7×103 

早出川 羽下大橋 7.9×102 1.6×103 2.2×103 3.0×103 1.2×103 
50MPN/ 

100mL以下 

全亜鉛 mg/L 
阿賀野川 

馬下橋 - - - - - 
0.03mg/L 

以下 
横雲橋 0.011 0.006 0.013 0.010 0.006 

早出川 羽下大橋 0.008 0.004 0.006 0.007 0.007 

ノニル 

フェノー

ル 

mg/L 

阿賀野川 
馬下橋 - - - - - 0.002mg/L 

以下 
横雲橋 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 

早出川 羽下大橋 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 
0.001mg/L 

以下 

備考：各項目の有効数字は「河川水質試験方法（案）」によった。 

資料：「新潟県 公共用水域の水質測定結果」(平成 25～29年度 新潟県県民生活・環境部環境対策課)をもとに作成 

有効

測定日数
年平均値

日平均値の年

間98%値

日 μg/m3 μg/m3 日 ％
H28 356 8 21.5 0 0 ○
H29 359 7.4 22.6 0 0 ○

測定局名

日平均値が35μg/m
3
を

超えた日数とその割合年度

新津

環境基準
の評価

有効

測定日数
年平均値

日平均値の年

間98%値

日 μg/m3 μg/m3 日 ％
H28 356 8.0 21.5 0 0 ○
H29 359 7.4 22.6 0 0 ○

測定局名

日平均値が35μg/m
3
を

超えた日数とその割合年度

新津

環境基準
の評価



・第 2 章 対象事業実施区域及びその周辺の概況 2.1 地域の自然的状況 2.1.2 水象、水質等に関する水環境の状況 (2)水質及び底質の状況 1) 生活環境項目 ｐ2-17  

誤 正 

 

 

  



・第 2 章 対象事業実施区域及びその周辺の概況 2.1 地域の自然的状況 2.1.2 水象、水質等に関する水環境の状況 (2)水質及び底質の状況 2) 健康項目 ｐ2-18  

誤 正 

表 2.1.13 平成 29年度 水質測定結果（馬下橋） 

河川 調査地点 項目 単位 

調査結果 

環境基準値 夏季 

(8/2) 

冬季

(2/14) 

阿賀野川 馬下橋 カドミウム （mg/L） - - 0.003mg／L以下 

    全シアン （mg/L） - - 検出されないこと。 

    鉛 （mg/L） - - 0.01mg／L以下 

    六価クロム （mg/L） - - 0.05mg／L以下 

    ヒ素 （mg/L） - - 0.01mg／L以下 

    総水銀 （mg/L） <0.0005 <0.0005 0.0005mg／L以下 

    PCB （mg/L） - - 検出されないこと。 

    ジクロロメタン （mg/L） - - 0.02mg／L以下 

    四塩化炭素 （mg/L） - - 0.002mg／L以下 

    1.2-ジクロロエタン （mg/L） - - 0.004mg／L以下 

    1.1-ジクロロエチレン （mg/L） - - 0.1mg／L以下 

    シス-1.2-ジクロロエチレン （mg/L） - - 0.04mg／L以下 

    1.1.1-トリクロロエタン （mg/L） - - 1mg／L以下 

    1.1.2-トリクロロエタン （mg/L） - - 0.006mg／L以下 

    トリクロロエチレン （mg/L） - - 0.01mg／L 以下 

    テトラクロロエチレン （mg/L） - - 0.01mg／L 以下 

    1.3-ジクロロプロペン （mg/L） - - 0.002mg／L以下 

    チウラム （mg/L） - - 0.006mg／L以下 

    シマジン （mg/L） - - 0.003mg／L以下 

    チオベンカルブ （mg/L） - - 0.02mg／L以下 

    ベンゼン （mg/L） - - 0.01mg／L以下 

    セレン （mg/L） - - 0.01mg／L以下 

    硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 （mg/L） - - 10mg／L以下 

    ふっ素 （mg/L） - - 0.8mg／L以下 

    ほう素 （mg/L） - - 1mg／L以下 

    1.4-ジオキサン （mg/L） - - 0.05mg／L以下 

備考 

1.基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

2.「検出されないこと」とは、昭和 46 年 12 月 28 日環境庁告示第 59 号測定方法の項に掲げる方法により測定

した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

資料：「新潟県 公共用水域の水質測定結果」(平成 29年度 新潟県環境部環境対策課)をもとに作成 

表 2.1.13 平成 29年度 水質測定結果（馬下橋） 

河川 調査地点 項目 単位 

調査結果 

環境基準値 夏季 

(8/2) 

冬季

(2/14) 

阿賀野川 馬下橋 カドミウム （mg/L） - - 0.003mg／L以下 

    全シアン （mg/L） - - 検出されないこと。 

    鉛 （mg/L） - - 0.01mg／L以下 

    六価クロム （mg/L） - - 0.05mg／L以下 

    ヒ素 （mg/L） - - 0.01mg／L以下 

    総水銀 （mg/L） <0.0005 <0.0005 0.0005mg／L以下 

    アルキル水銀 （mg/L） - - 検出されないこと。 

    PCB （mg/L） - - 検出されないこと。 

    ジクロロメタン （mg/L） - - 0.02mg／L以下 

    四塩化炭素 （mg/L） - - 0.002mg／L以下 

    1.2-ジクロロエタン （mg/L） - - 0.004mg／L以下 

    1.1-ジクロロエチレン （mg/L） - - 0.1mg／L以下 

    シス-1.2-ジクロロエチレン （mg/L） - - 0.04mg／L以下 

    1.1.1-トリクロロエタン （mg/L） - - 1mg／L以下 

    1.1.2-トリクロロエタン （mg/L） - - 0.006mg／L以下 

    トリクロロエチレン （mg/L） - - 0.01mg／L 以下 

    テトラクロロエチレン （mg/L） - - 0.01mg／L 以下 

    1.3-ジクロロプロペン （mg/L） - - 0.002mg／L以下 

    チウラム （mg/L） - - 0.006mg／L以下 

    シマジン （mg/L） - - 0.003mg／L以下 

    チオベンカルブ （mg/L） - - 0.02mg／L以下 

    ベンゼン （mg/L） - - 0.01mg／L以下 

    セレン （mg/L） - - 0.01mg／L以下 

    硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 （mg/L） - - 10mg／L以下 

    ふっ素 （mg/L） - - 0.8mg／L以下 

    ほう素 （mg/L） - - 1mg／L以下 

    1.4-ジオキサン （mg/L） - - 0.05mg／L以下 

備考 

1.基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

2.「検出されないこと」とは、昭和 46 年 12 月 28 日環境庁告示第 59 号測定方法の項に掲げる方法により測定

した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

資料：「新潟県 公共用水域の水質測定結果」(平成 29年度 新潟県県民生活・環境部環境対策課)をもとに作成 

 

  



・第 2 章 対象事業実施区域及びその周辺の概況 2.1 地域の自然的状況 2.1.2 水象、水質等に関する水環境の状況 (2)水質及び底質の状況 2) 健康項目 ｐ2-19  

誤 正 

表 2.1.14 平成 29年度 水質測定結果（横雲橋） 

河川 調査地点 項目 単位 

調査結果 

環境基準値 夏季 

(8/2) 

冬季

(2/14) 

阿賀野川 横雲橋 カドミウム （mg/L） <0.0003 <0.0003 0.003mg／L以下 

    全シアン （mg/L） <0.1 <0.1 検出されないこと。 

    鉛 （mg/L） <0.005 <0.005 0.01mg／L以下 

    六価クロム （mg/L） <0.01 <0.01 0.05mg／L以下 

    ヒ素 （mg/L） <0.005 <0.005 0.01mg／L以下 

    総水銀 （mg/L） <0.0005 <0.0005 0.0005mg／L以下 

    PCB （mg/L） - - 検出されないこと。 

    ジクロロメタン （mg/L） <0.002 <0.002 0.02mg／L以下 

    四塩化炭素 （mg/L） <0.0002 <0.0002 0.002mg／L以下 

    1.2-ジクロロエタン （mg/L） <0.0004 <0.0004 0.004mg／L以下 

    1.1-ジクロロエチレン （mg/L） <0.01 <0.01 0.1mg／L以下 

    シス-1.2-ジクロロエチレン （mg/L） <0.004 <0.004 0.04mg／L以下 

    1.1.1-トリクロロエタン （mg/L） <0.0005 <0.0005 1mg／L以下 

    1.1.2-トリクロロエタン （mg/L） <0.0006 <0.0006 0.006mg／L以下 

    トリクロロエチレン （mg/L） <0.001 <0.001 0.01mg／L 以下 

    テトラクロロエチレン （mg/L） <0.0005 <0.0005 0.01mg／L 以下 

    1.3-ジクロロプロペン （mg/L） - - 0.002mg／L以下 

    チウラム （mg/L） - - 0.006mg／L以下 

    シマジン （mg/L） - - 0.003mg／L以下 

    チオベンカルブ （mg/L） - - 0.02mg／L以下 

    ベンゼン （mg/L） <0.001 <0.001 0.01mg／L以下 

    セレン （mg/L） <0.002 <0.002 0.01mg／L以下 

    硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 （mg/L） 0.26 - 10mg／L以下 

    ふっ素 （mg/L） 0.1 0.1 0.8mg／L以下 

    ほう素 （mg/L） <0.1 0.1 1mg／L以下 

    1.4-ジオキサン （mg/L） <0.005 <0.005 0.05mg／L以下 

備考 

1.基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

2.「検出されないこと」とは、昭和 46 年 12 月 28 日環境庁告示第 59 号測定方法の項に掲げる方法により測定

した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

資料：「新潟県 公共用水域の水質測定結果」(平成 29年度 新潟県環境部環境対策課)をもとに作成 

表 2.1.14 平成 29年度 水質測定結果（横雲橋） 

河川 調査地点 項目 単位 

調査結果 

環境基準値 夏季 

(8/2) 

冬季

(2/14) 

阿賀野川 横雲橋 カドミウム （mg/L） <0.0003 <0.0003 0.003mg／L以下 

    全シアン （mg/L） <0.1 <0.1 検出されないこと。 

    鉛 （mg/L） <0.005 <0.005 0.01mg／L以下 

    六価クロム （mg/L） <0.01 <0.01 0.05mg／L以下 

    ヒ素 （mg/L） <0.005 <0.005 0.01mg／L以下 

    総水銀 （mg/L） <0.0005 <0.0005 0.0005mg／L以下 

    アルキル水銀 （mg/L） - - 検出されないこと。 

    PCB （mg/L） - - 検出されないこと。 

    ジクロロメタン （mg/L） <0.002 <0.002 0.02mg／L以下 

    四塩化炭素 （mg/L） <0.0002 <0.0002 0.002mg／L以下 

    1.2-ジクロロエタン （mg/L） <0.0004 <0.0004 0.004mg／L以下 

    1.1-ジクロロエチレン （mg/L） <0.01 <0.01 0.1mg／L以下 

    シス-1.2-ジクロロエチレン （mg/L） <0.004 <0.004 0.04mg／L以下 

    1.1.1-トリクロロエタン （mg/L） <0.0005 <0.0005 1mg／L以下 

    1.1.2-トリクロロエタン （mg/L） <0.0006 <0.0006 0.006mg／L以下 

    トリクロロエチレン （mg/L） <0.001 <0.001 0.01mg／L 以下 

    テトラクロロエチレン （mg/L） <0.0005 <0.0005 0.01mg／L 以下 

    1.3-ジクロロプロペン （mg/L） - - 0.002mg／L以下 

    チウラム （mg/L） - - 0.006mg／L以下 

    シマジン （mg/L） - - 0.003mg／L以下 

    チオベンカルブ （mg/L） - - 0.02mg／L以下 

    ベンゼン （mg/L） <0.001 <0.001 0.01mg／L以下 

    セレン （mg/L） <0.002 <0.002 0.01mg／L以下 

    硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 （mg/L） 0.26 - 10mg／L以下 

    ふっ素 （mg/L） 0.1 0.1 0.8mg／L以下 

    ほう素 （mg/L） <0.1 0.1 1mg／L以下 

    1.4-ジオキサン （mg/L） <0.005 <0.005 0.05mg／L以下 

備考 

1.基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

2.「検出されないこと」とは、昭和 46 年 12 月 28 日環境庁告示第 59 号測定方法の項に掲げる方法により測定

した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

資料：「新潟県 公共用水域の水質測定結果」(平成 29年度 新潟県県民生活・環境部環境対策課)をもとに作成 

 

  



・第 2 章 対象事業実施区域及びその周辺の概況 2.1 地域の自然的状況 2.1.2 水象、水質等に関する水環境の状況 (2)水質及び底質の状況 2) 健康項目 ｐ2-20  

誤 正 

表 2.1.15 平成 29年度 水質測定結果（羽下大橋） 

河川 調査地点 項目 単位 

調査結果 

環境基準値 夏季 

(8/2) 

冬季

(2/14) 

早出川 羽下大橋 カドミウム （mg/L） <0.0003 <0.0003 0.003mg／L以下 

    全シアン （mg/L） <0.1 <0.1 検出されないこと。 

    鉛 （mg/L） <0.005 <0.005 0.01mg／L以下 

    六価クロム （mg/L） <0.01 <0.01 0.05mg／L以下 

    ヒ素 （mg/L） <0.005 <0.005 0.01mg／L以下 

    総水銀 （mg/L） <0.0005 <0.0005 0.0005mg／L以下 

    PCB （mg/L） - - 検出されないこと。 

    ジクロロメタン （mg/L） <0.002 <0.002 0.02mg／L以下 

    四塩化炭素 （mg/L） <0.0002 <0.0002 0.002mg／L以下 

    1.2-ジクロロエタン （mg/L） <0.0004 <0.0004 0.004mg／L以下 

    1.1-ジクロロエチレン （mg/L） <0.01 <0.01 0.1mg／L以下 

    シス-1.2-ジクロロエチレン （mg/L） <0.004 <0.004 0.04mg／L以下 

    1.1.1-トリクロロエタン （mg/L） <0.0005 <0.0005 1mg／L以下 

    1.1.2-トリクロロエタン （mg/L） <0.0006 <0.0006 0.006mg／L以下 

    トリクロロエチレン （mg/L） <0.001 <0.001 0.01mg／L 以下 

    テトラクロロエチレン （mg/L） <0.0005 <0.0005 0.01mg／L 以下 

    1.3-ジクロロプロペン （mg/L） - - 0.002mg／L以下 

    チウラム （mg/L） - - 0.006mg／L以下 

    シマジン （mg/L） - - 0.003mg／L以下 

    チオベンカルブ （mg/L） - - 0.02mg／L以下 

    ベンゼン （mg/L） <0.001 <0.001 0.01mg／L以下 

    セレン （mg/L） <0.002 <0.002 0.01mg／L以下 

    硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 （mg/L） 0.31 - 10mg／L以下 

    ふっ素 （mg/L） 0.1 0.1 0.8mg／L以下 

    ほう素 （mg/L） <0.1 <0.1 1mg／L以下 

    1.4-ジオキサン （mg/L） <0.005 <0.005 0.05mg／L以下 

備考 

1.基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

2.「検出されないこと」とは、昭和 46 年 12 月 28 日環境庁告示第 59 号測定方法の項に掲げる方法により測定

した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

資料：「新潟県 公共用水域の水質測定結果」(平成 29年度 新潟県環境部環境対策課)をもとに作成 

表 2.1.15 平成 29年度 水質測定結果（羽下大橋） 

河川 調査地点 項目 単位 

調査結果 

環境基準値 夏季 

(8/2) 

冬季

(2/14) 

早出川 羽下大橋 カドミウム （mg/L） <0.0003 <0.0003 0.003mg／L以下 

    全シアン （mg/L） <0.1 <0.1 検出されないこと。 

    鉛 （mg/L） <0.005 <0.005 0.01mg／L以下 

    六価クロム （mg/L） <0.01 <0.01 0.05mg／L以下 

    ヒ素 （mg/L） <0.005 <0.005 0.01mg／L以下 

    総水銀 （mg/L） <0.0005 <0.0005 0.0005mg／L以下 

    アルキル水銀 （mg/L） - - 検出されないこと。 

    PCB （mg/L） - - 検出されないこと。 

    ジクロロメタン （mg/L） <0.002 <0.002 0.02mg／L以下 

    四塩化炭素 （mg/L） <0.0002 <0.0002 0.002mg／L以下 

    1.2-ジクロロエタン （mg/L） <0.0004 <0.0004 0.004mg／L以下 

    1.1-ジクロロエチレン （mg/L） <0.01 <0.01 0.1mg／L以下 

    シス-1.2-ジクロロエチレン （mg/L） <0.004 <0.004 0.04mg／L以下 

    1.1.1-トリクロロエタン （mg/L） <0.0005 <0.0005 1mg／L以下 

    1.1.2-トリクロロエタン （mg/L） <0.0006 <0.0006 0.006mg／L以下 

    トリクロロエチレン （mg/L） <0.001 <0.001 0.01mg／L 以下 

    テトラクロロエチレン （mg/L） <0.0005 <0.0005 0.01mg／L 以下 

    1.3-ジクロロプロペン （mg/L） - - 0.002mg／L以下 

    チウラム （mg/L） - - 0.006mg／L以下 

    シマジン （mg/L） - - 0.003mg／L以下 

    チオベンカルブ （mg/L） - - 0.02mg／L以下 

    ベンゼン （mg/L） <0.001 <0.001 0.01mg／L以下 

    セレン （mg/L） <0.002 <0.002 0.01mg／L以下 

    硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 （mg/L） 0.31 - 10mg／L以下 

    ふっ素 （mg/L） 0.1 0.1 0.8mg／L以下 

    ほう素 （mg/L） <0.1 <0.1 1mg／L以下 

    1.4-ジオキサン （mg/L） <0.005 <0.005 0.05mg／L以下 

備考 

1.基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

2.「検出されないこと」とは、昭和 46 年 12 月 28 日環境庁告示第 59 号測定方法の項に掲げる方法により測定

した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

資料：「新潟県 公共用水域の水質測定結果」(平成 29年度 新潟県県民生活・環境部環境対策課)をもとに作成 

 

  



・第 2 章 対象事業実施区域及びその周辺の概況 2.2 地域の社会的状況 2.2.8 環境の保全に係る法令、条例等による指定、規制等に関する状況 (4)振動 1)公害の防止に関する法令に基づく地域地区の指定状

況及び規制基準 b) b) 振動規制法及び新潟県生活環境の保全等に関する条例に基づく特定建設作業に係る規制基準 ｐ2-102  

誤 正 

 

b) 振動規制法及び新潟県生活環境の保全等に関する条例に基づく特定建設作業に係る規制基準 

「振動規制法」及び「新潟県生活環境の保全等に関する条例」に基づく特定建設作業振動＊に係る

規制基準は表 2.2.37に示すとおりである。 

対象事業実施区域は、2号区域に該当する。 

 

表 2.2.37 「振動規制法」及び「新潟県生活環境保全条例」に基づく特定建設作業振動に係る 

規制基準 
基準種別 

 

区域の区分 

敷地境界

基準値 
作業禁止時刻 

1日当たりの 

作業時間 
作業時間 

作業 

禁止日 

1号区域 

75dB 

午後 7時から 

午前 7時 
10時間/日 

連続 6日 
日曜日 

その他休日 
2号区域 

午後 10時から 

午前 6時 
14時間/日 

備考 

1.1号区域：振動規制法の第１種区域、第 2種区域のうち工業地域以外の地域、第 2種区域の工業地域のうち、学校、

病院等の敷地のおおむね 80mの地域 

2号区域：規制地域の内、1号区域以外の地域 

2.騒音規制法対象となる特定建設作業は以下のとおりである。 

1.くい打機(もんけん・圧入式を除く。)、くい抜機(油圧式を除く。)又はくい打くい抜機(圧入式を除く。)を

使用する作業 

2.鋼球を使用して建築物その他の工作物を破壊する作業 

3.舗装版破砕機を使用する作業(作業地点が連続的に移動する作業にあっては、1日における当該作業に係る 2

地点間の最大距離が 50mを超えない作業に限る。) 

4.ブレーカー(手持式を除く。)を使用する作業(作業地点が連続的に移動する作業にあっては、1日における当

該作業に係る 2地点間の最大距離が 50mを超えない作業に限る。) 

 

資料：「振動規制法の規制基準及び指定地域」(新潟県県民生活・環境部 環境対策課 HP   
http://www.pref.niigata.lg.jp/kankyotaisaku/1283457646607.html 令和元年 5月 31日時点)をもとに作成 

 

 

b) 振動規制法及び新潟県生活環境の保全等に関する条例に基づく特定建設作業に係る規制基準 

「振動規制法」及び「新潟県生活環境の保全等に関する条例」に基づく特定建設作業振動＊に係

る規制基準は表 2.2.37に示すとおりである。 

対象事業実施区域は、1号区域に該当する。 

 

表 2.2.37 「振動規制法」及び「新潟県生活環境保全条例」に基づく特定建設作業振動に係る 

規制基準 
基準種別 

 

区域の区分 

敷地境界

基準値 
作業禁止時刻 

1日当たりの 

作業時間 
作業時間 

作業 

禁止日 

1号区域 

75dB 

午後 7時から 

午前 7時 
10時間/日 

連続 6日 
日曜日 

その他休日 
2号区域 

午後 10時から 

午前 6時 
14時間/日 

備考 

1.1号区域：振動規制法の第１種区域、第 2種区域のうち工業地域以外の地域、第 2種区域の工業地域のうち、学校、

病院等の敷地のおおむね 80mの地域 

2号区域：規制地域の内、1号区域以外の地域 

2.騒音規制法対象となる特定建設作業は以下のとおりである。 

1.くい打機(もんけん・圧入式を除く。)、くい抜機(油圧式を除く。)又はくい打くい抜機(圧入式を除く。)を

使用する作業 

2.鋼球を使用して建築物その他の工作物を破壊する作業 

3.舗装版破砕機を使用する作業(作業地点が連続的に移動する作業にあっては、1日における当該作業に係る 2

地点間の最大距離が 50mを超えない作業に限る。) 

4.ブレーカー(手持式を除く。)を使用する作業(作業地点が連続的に移動する作業にあっては、1日における当

該作業に係る 2地点間の最大距離が 50mを超えない作業に限る。) 

 

資料：「振動規制法の規制基準及び指定地域」(新潟県県民生活・環境部 環境対策課 HP   
http://www.pref.niigata.lg.jp/kankyotaisaku/1283457646607.html 令和元年 5月 31日時点)をもとに作成 

 

 

  



・第 4 章 対象事業に係る環境影響評価の項目 4.2 環境影響評価項目の選定の理由 ｐ4-4 

誤 正 

表 4.2.2(2) 環境影響評価項目の選定理由等（2/3） 

環境要素 影響要因 
環境影響評価項目として選定した理由、 

もしくは、参考項目に対して削除した理由 

大
気
環
境 

騒音＊
 

騒音 

工事の実施 

建設機械の稼働 ○ 
建設機械の稼働に伴う騒音、低周波音の発生により、周

辺地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

資材及び機械の

運搬に用いる車

両の運行 

○ 
工事用車両の走行に伴う騒音、低周波音の発生により、

走行路沿道の地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
○ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

廃棄物の搬出入 ○ 
増加するごみ運搬車両の走行により、周辺集落に及ぼす

影響が考えられる。 

低周波

音 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
◎ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

振動＊
 振動 

工事の実施 

建設機械の稼働 ○ 
建設機械の稼働に伴う振動の発生により、周辺地域に対

し影響を及ぼすおそれがある。 

資材及び機械の

運搬に用いる車

両の運行 

○ 
工事用車両の走行に伴う振動の発生により、走行路沿道

の地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
○ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

廃棄物の搬出入 ○ 
増加するごみ運搬車両の走行により、周辺集落に及ぼす

影響が考えられる。 

悪臭 悪臭 
土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排ガス） 
○ 

煙突から新たな排ガスが排出されるため、悪臭物質＊の

排出が考えられる。 

施設の稼動(機械

等の稼動) 
◎ 

分別、破砕･選別作業に伴い、握手が漏洩し、周辺地域に

対して影響を及ぼすおそれがある。 

水
環
境 

水質 

水の汚

れ 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
○ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されないが、施設内で使

用する生活雑排水は処理後に排水されるため、公共用水

域の水質に対し影響を及ぼすおそれがある。 

水の濁

り 

工事の実施 
造成工事及び 

施設の設置等 
○ 

工事中に発生する裸地から、降雨による濁水の発生が考

えられる。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
○ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されないが、施設内で使

用する生活雑排水は処理後に排水されるため、公共用水

域の水質に対し影響を及ぼすおそれがある。 

有害物

質 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
▲ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されない。このため、有

害物質を含む排水により、公共用水域の水質に対し影響

を及ぼすおそれはないため、環境影響評価項目として選

定しない。 

地 下 水

の 水 位

及 び 水

質 

地下水

の水位 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
◎ 

施設の稼働に伴い、機器の冷却用や生活用水として地下

水を利用することにより、地下水の水位に影響を及ぼす

おそれがある。 

備考 

○印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目のうち、環境影響評価項目として選定した項目。 

◎印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目以外の項目で、環境影響評価項目として選定した項目。 

▲印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目のうち、環境影響評価項目として選定しないこととした項目。 
 

表 4.2.2(2) 環境影響評価項目の選定理由等（2/3） 

環境要素 影響要因 
環境影響評価項目として選定した理由、 

もしくは、参考項目に対して削除した理由 

大
気
環
境 

騒音＊
 

騒音 

工事の実施 

建設機械の稼働 ○ 
建設機械の稼働に伴う騒音、低周波音の発生により、周

辺地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

資材及び機械の

運搬に用いる車

両の運行 

○ 
工事用車両の走行に伴う騒音、低周波音の発生により、

走行路沿道の地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
○ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

廃棄物の搬出入 ○ 
増加するごみ運搬車両の走行により、周辺集落に及ぼす

影響が考えられる。 

低周波

音 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
◎ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

振動＊
 振動 

工事の実施 

建設機械の稼働 ○ 
建設機械の稼働に伴う振動の発生により、周辺地域に対

し影響を及ぼすおそれがある。 

資材及び機械の

運搬に用いる車

両の運行 

○ 
工事用車両の走行に伴う振動の発生により、走行路沿道

の地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
○ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

廃棄物の搬出入 ○ 
増加するごみ運搬車両の走行により、周辺集落に及ぼす

影響が考えられる。 

悪臭 悪臭 
土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排ガス） 
○ 

煙突から新たな排ガスが排出されるため、悪臭物質＊の

排出が考えられる。 

施設の稼動(機械

等の稼動) 
◎ 

分別、破砕･選別作業に伴い、悪臭が漏洩し、周辺地域に

対して影響を及ぼすおそれがある。 

水
環
境 

水質 

水の汚

れ 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
○ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されないが、施設内で使

用する生活雑排水は処理後に排水されるため、公共用水

域の水質に対し影響を及ぼすおそれがある。 

水の濁

り 

工事の実施 
造成工事及び 

施設の設置等 
○ 

工事中に発生する裸地から、降雨による濁水の発生が考

えられる。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
○ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されないが、施設内で使

用する生活雑排水は処理後に排水されるため、公共用水

域の水質に対し影響を及ぼすおそれがある。 

有害物

質 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
▲ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されない。このため、有

害物質を含む排水により、公共用水域の水質に対し影響

を及ぼすおそれはないため、環境影響評価項目として選

定しない。 

地 下 水

の 水 位

及 び 水

質 

地下水

の水位 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
◎ 

施設の稼働に伴い、機器の冷却用や生活用水として地下

水を利用することにより、地下水の水位に影響を及ぼす

おそれがある。 

備考 

○印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目のうち、環境影響評価項目として選定した項目。 

◎印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目以外の項目で、環境影響評価項目として選定した項目。 

▲印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目のうち、環境影響評価項目として選定しないこととした項目。 
 

 

  



・第 5 章 調査、予測及び評価の手法 5.2 騒音 P5-9 

誤 正 

 
 

 

・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.2 騒音・低周波音 6.2.1 調査 (3)調査地域・地点 P6-103 

誤 正 

  

 



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.3 振動 6.3.1 調査 (3)調査地域・地点 P6-153 

誤 正 

 
 

 

  



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.7 動物 6.7.1 調査 （6）調査結果 2)鳥類 ｐ6-232 

誤 正 

  

 

  

 



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.7 動物 6.7.1 調査 （6）調査結果 5)昆虫類 ｐ6-239 

誤 正 

    



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.7 動物 6.7.1 調査 （6）調査結果 5)昆虫類 ｐ6-242 

誤 正 

  
 

  



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.7 動物 6.7.1 調査 （6）調査結果 7)底生動物 ｐ6-245 

誤 正 

    



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.8 植物 6.8.1 調査 （6）調査結果 1)植物相 ｐ6-278 

誤 正 

    



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.8 植物 6.8.1 調査 （6）調査結果 1)植物相 ｐ6-279 

誤 正 

    



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.8 植物 6.8.1 調査 （6）調査結果 1)植物相 ｐ6-280 

誤 正 

    

  



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.8 植物 6.8.1 調査 （6）調査結果 1)植物相 ｐ6-281 

誤 正 

    



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.8 植物 6.8.1 調査 （6）調査結果 1)植物相 ｐ6-282 

誤 正 

    



・第 6 章 調査、予測及び評価の結果 6.9 生態系 6.9.1 調査 （5）調査結果 1)構造 ｐ6-306 

誤 正 

    

  



・巻末 用語解説集 

誤 正 

  

 

  

人の健康の保護に関する環境基準 

水質汚濁に係る環境基準で、人の健康を維持することが望ましい基準として設定された項

目をいう。人の健康を保護するために、カドミウム、シアン、有機燐、鉛、六価クロム、ヒ

素、総水銀、アルキル水銀、PCB 等の 23 項目（健康項目）について基準が設定されている。

これらの基準値はすべての公共用水域において一律であり、おおむね水道水の水質基準値と

同じであるが、総水銀、アルキル水銀、PCB については、魚介類の生物濃縮を通じ、食品と

して人体に取り入れられる危険性が大きいことから、これを考慮した値となっている。又、

健康項目に挙げられた物質は、有害物質とも呼ばれている。（出典 3） 

人の健康の保護に関する環境基準 

水質汚濁に係る環境基準で、人の健康を維持することが望ましい基準として設定された項

目をいう。人の健康を保護するために、カドミウム、シアン、有機燐、鉛、六価クロム、ヒ

素、総水銀、アルキル水銀、PCB 等の 27 項目（健康項目）について基準が設定されている。

これらの基準値はすべての公共用水域において一律であり、おおむね水道水の水質基準値と

同じであるが、総水銀、アルキル水銀、PCB については、魚介類の生物濃縮を通じ、食品と

して人体に取り入れられる危険性が大きいことから、これを考慮した値となっている。又、

健康項目に挙げられた物質は、有害物質とも呼ばれている。（出典 3） 



・要約書 2.2 地域の社会的状況 ｐ2-5 

誤 正 

  

項目 対象事業実施区域の指定状況 

環
境
の
保
全
に
係
る
法
令
、
条
例
等
に
よ
る
指
定
、
規
制
等
に
関
す
る
状
況 

大
気
質 

二酸化窒素に係る環境基準  対象事業実施区域では、左記の環境基準の適用を受ける。 

 大気汚染に係る環境基準 

大気環境中のダイオキシン類に係る環

境基準 

大気汚染防止法等に基づく規制基準 
 中間処理施設はばい煙発生施設を有するため、左記法律等

の適用を受ける。 

騒
音 

騒音に係る環境基

準 

用途地域による 

類型区分 

 対象事業実施区域は、用途地域の定めのない地域であり、地

域の当てはめは行われていないが、周辺土地利用の状況は C

地域に相当する。 

 周辺には幹線交通を担う道路として主要地方道白根安田線

が存在する。そのため、当該道路周辺は幹線交通を担う道路

に近接する空間に該当し、左記基準の適用を受ける。 

道路に面する地域 

幹線交通を担う道

路に近接する空間 

騒音規制法及び新

潟県生活環境保全

条例に基づく規制

基準等 

特定工場等に係る

規制基準 

 対象事業実施区域周辺では区域の指定はないが、周辺土地利

用の状況は第 3種区域に相当する。 

特定建設作業に係

る規制基準 

 対象事業実施区域周辺では区域の指定はないが、周辺土地利

用の状況は 1号区域に相当する。 

道路交通騒音の要

請限度 

 対象事業実施区域は用途地域の定めのない区域であり、b区

域に該当し、左記基準の適用を受ける。 

振
動 

振動規制法及び新

潟県生活環境保全

条例に基づく規制

基準等 

特定工場等に係る

規制基準 

 対象事業実施区域周辺では区域の指定はないが、周辺土地利

用の状況は第 2種区域に相当する。 

特定建設作業に係

る規制基準 

 対象事業実施区域は、2号区域に該当し、左記基準の適用を

受ける。 

道路交通振動の 

要請限度 

 対象事業実施区域周辺では区域の指定はないが、周辺土地利

用の状況は第 2種区域に相当する。 

悪
臭 

悪臭防止法に基づ

く規制基準 
臭気指数 

 対象事業実施区域は規制地域の指定はない。 

水
質 

水質汚濁に係る環境基準 

 阿賀野川(横雲橋、馬下橋)は A類型(横雲橋は生物 B、馬下橋

は生物 A)、早出川(羽下大橋)は AA 類型(生物 A)に該当し、

左記基準の適用を受ける。 

水質汚濁防止法に基づく排水基準 
 中間処理施設では生活排水を浄化槽で処理後、公共用水域に

排水する計画となっているため、左記法律の適用を受ける。 

景観 

 新潟県では、「景観法」の施行を受けて、「新潟県景観懇談

会」が設置されている。又、景観計画の策定を円滑に進めら

れるよう、「景観計画策定の手引き」が策定されている。 

廃棄物 

 新潟県では「廃棄物処理法」に基づく「都道府県廃棄物処理

計画」として「第 2次新潟県資源循環型社会推進計画」が策

定されている。 

地球温暖化 
 新潟県では、国の地球温暖化対策計画を勘案し「新潟県地球

温暖化対策地域推進計画（2017-2030）」を策定している。 

自然関係法令 

自然公園 
 調査範囲内には、「自然公園法」に基づく国定公園及び新潟

県立自然公園条例に基づき指定された自然公園はない。 

自然環境保全地域 

 調査範囲内には、「自然環境保全法」に基づき国が指定した

原生自然環境保全地域、自然環境保全地域に指定されている

地域及び「新潟県自然環境保全条例」に基づき指定されてい

る自然環境保全地域、緑地環境保全地域はない 

自然遺産 

 調査範囲内には、「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関

する条約」に基づき世界遺産一覧表に記載されている自然遺

産の区域はない。 

動植物保護 

・調査範囲内には、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保

存に関する法律」に基づき生息地等保護区に指定されている

区域はない。 

・調査範囲内では、「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法

律」に基づく鳥獣保護区等として阿賀野川、小山田の 2カ所

の特定猟具使用禁止区域が設定されている。対象事業実施区

域は、2カ所のうち阿賀野川に隣接している。 

・調査範囲内には、「特に水鳥の生息地として国際的に重要な

湿地に関する条約」に基づく登録簿に掲載された湿地はな

い。 

項目 対象事業実施区域の指定状況 

環
境
の
保
全
に
係
る
法
令
、
条
例
等
に
よ
る
指
定
、
規
制
等
に
関
す
る
状
況 

大
気
質 

二酸化窒素に係る環境基準  対象事業実施区域では、左記の環境基準の適用を受ける。 

 大気汚染に係る環境基準 

大気環境中のダイオキシン類に係る環境

基準 

大気汚染防止法等に基づく規制基準 
 中間処理施設はばい煙発生施設を有するため、左記法律等

の適用を受ける。 

騒
音 

騒音に係る環境基

準 

用途地域による 

類型区分 

 対象事業実施区域は、用途地域の定めのない地域であり、地

域の当てはめは行われていないが、周辺土地利用の状況は C

地域に相当する。 

 周辺には幹線交通を担う道路として主要地方道白根安田線

が存在する。そのため、当該道路周辺は幹線交通を担う道路

に近接する空間に該当し、左記基準の適用を受ける。 

道路に面する地域 

幹線交通を担う道

路に近接する空間 

騒音規制法及び新

潟県生活環境保全

条例に基づく規制

基準等 

特定工場等に係る

規制基準 

 対象事業実施区域周辺では区域の指定はないが、周辺土地利

用の状況は第 3種区域に相当する。 

特定建設作業に係

る規制基準 

 対象事業実施区域周辺では区域の指定はないが、周辺土地利

用の状況は 1号区域に相当する。 

道路交通騒音の要

請限度 

 対象事業実施区域は用途地域の定めのない区域であり、b 区

域に該当し、左記基準の適用を受ける。 

振
動 

振動規制法及び新潟

県生活環境保全条例

に基づく規制基準等 

特定工場等に係る

規制基準 

 対象事業実施区域周辺では区域の指定はないが、周辺土地利

用の状況は第 2種区域に相当する。 

特定建設作業に係

る規制基準 

 対象事業実施区域は、1 号区域に該当し、左記基準の適用を

受ける。 

道路交通振動の 

要請限度 

 対象事業実施区域周辺では区域の指定はないが、周辺土地利

用の状況は第 2種区域に相当する。 

悪
臭 

悪臭防止法に基づく

規制基準 
臭気指数 

 対象事業実施区域は規制地域の指定はない。 

水
質 

水質汚濁に係る環境基準 

 阿賀野川(横雲橋、馬下橋)は A類型(横雲橋は生物 B、馬下橋

は生物 A)、早出川(羽下大橋)は AA 類型(生物 A)に該当し、

左記基準の適用を受ける。 

水質汚濁防止法に基づく排水基準 
 中間処理施設では生活排水を浄化槽で処理後、公共用水域に

排水する計画となっているため、左記法律の適用を受ける。 

景観 

 新潟県では、「景観法」の施行を受けて、「新潟県景観懇談

会」が設置されている。又、景観計画の策定を円滑に進めら

れるよう、「景観計画策定の手引き」が策定されている。 

廃棄物 

 新潟県では「廃棄物処理法」に基づく「都道府県廃棄物処理

計画」として「第 2次新潟県資源循環型社会推進計画」が策

定されている。 

地球温暖化 
 新潟県では、国の地球温暖化対策計画を勘案し「新潟県地球

温暖化対策地域推進計画（2017-2030）」を策定している。 

自然関係法令 

自然公園 
 調査範囲内には、「自然公園法」に基づく国定公園及び新潟

県立自然公園条例に基づき指定された自然公園はない。 

自然環境保全地域 

 調査範囲内には、「自然環境保全法」に基づき国が指定した

原生自然環境保全地域、自然環境保全地域に指定されている

地域及び「新潟県自然環境保全条例」に基づき指定されてい

る自然環境保全地域、緑地環境保全地域はない 

自然遺産 

 調査範囲内には、「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関

する条約」に基づき世界遺産一覧表に記載されている自然遺

産の区域はない。 

動植物保護 

・調査範囲内には、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保

存に関する法律」に基づき生息地等保護区に指定されている

区域はない。 

・調査範囲内では、「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法

律」に基づく鳥獣保護区等として阿賀野川、小山田の 2カ所

の特定猟具使用禁止区域が設定されている。対象事業実施区

域は、2カ所のうち阿賀野川に隣接している。 

・調査範囲内には、「特に水鳥の生息地として国際的に重要な

湿地に関する条約」に基づく登録簿に掲載された湿地はな

い。 



 

・要約書 4.2 環境影響評価項目の選定の理由 ｐ4-4 

誤 正 

表 4.2.2(2) 環境影響評価項目の選定理由等（2/3） 

環境要素 影響要因 
環境影響評価項目として選定した理由、 

もしくは、参考項目に対して削除した理由 

大
気
環
境 

騒音＊
 

騒音 

工事の実施 

建設機械の稼働 ○ 
建設機械の稼働に伴う騒音、低周波音の発生により、周

辺地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

資材及び機械の

運搬に用いる車

両の運行 

○ 
工事用車両の走行に伴う騒音、低周波音の発生により、

走行路沿道の地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
○ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

廃棄物の搬出入 ○ 
増加するごみ運搬車両の走行により、周辺集落に及ぼす

影響が考えられる。 

低周波

音 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
◎ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

振動＊
 振動 

工事の実施 

建設機械の稼働 ○ 
建設機械の稼働に伴う振動の発生により、周辺地域に対

し影響を及ぼすおそれがある。 

資材及び機械の

運搬に用いる車

両の運行 

○ 
工事用車両の走行に伴う振動の発生により、走行路沿道

の地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
○ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

廃棄物の搬出入 ○ 
増加するごみ運搬車両の走行により、周辺集落に及ぼす

影響が考えられる。 

悪臭 悪臭 
土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排ガス） 
○ 

煙突から新たな排ガスが排出されるため、悪臭物質＊の

排出が考えられる。 

施設の稼動(機械

等の稼動) 
◎ 

分別、破砕･選別作業に伴い、握手が漏洩し、周辺地域に

対して影響を及ぼすおそれがある。 

水
環
境 

水質 

水の汚

れ 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
○ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されないが、施設内で使

用する生活雑排水は処理後に排水されるため、公共用水

域の水質に対し影響を及ぼすおそれがある。 

水の濁

り 

工事の実施 
造成工事及び 

施設の設置等 
○ 

工事中に発生する裸地から、降雨による濁水の発生が考

えられる。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
○ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されないが、施設内で使

用する生活雑排水は処理後に排水されるため、公共用水

域の水質に対し影響を及ぼすおそれがある。 

有害物

質 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
▲ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されない。このため、有

害物質を含む排水により、公共用水域の水質に対し影響

を及ぼすおそれはないため、環境影響評価項目として選

定しない。 

地 下 水

の 水 位

及 び 水

質 

地下水

の水位 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
◎ 

施設の稼働に伴い、機器の冷却用や生活用水として地下

水を利用することにより、地下水の水位に影響を及ぼす

おそれがある。 

備考 

○印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目のうち、環境影響評価項目として選定した項目。 

◎印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目以外の項目で、環境影響評価項目として選定した項目。 

▲印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目のうち、環境影響評価項目として選定しないこととした項目。 
 

表 4.2.2(2) 環境影響評価項目の選定理由等（2/3） 

環境要素 影響要因 
環境影響評価項目として選定した理由、 

もしくは、参考項目に対して削除した理由 

大
気
環
境 

騒音＊
 

騒音 

工事の実施 

建設機械の稼働 ○ 
建設機械の稼働に伴う騒音、低周波音の発生により、周

辺地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

資材及び機械の

運搬に用いる車

両の運行 

○ 
工事用車両の走行に伴う騒音、低周波音の発生により、

走行路沿道の地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
○ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

廃棄物の搬出入 ○ 
増加するごみ運搬車両の走行により、周辺集落に及ぼす

影響が考えられる。 

低周波

音 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
◎ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

振動＊
 振動 

工事の実施 

建設機械の稼働 ○ 
建設機械の稼働に伴う振動の発生により、周辺地域に対

し影響を及ぼすおそれがある。 

資材及び機械の

運搬に用いる車

両の運行 

○ 
工事用車両の走行に伴う振動の発生により、走行路沿道

の地域に対し影響を及ぼすおそれがある。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
○ 

新たに施設（機械等）が稼働するため、周辺地域に対し

影響を及ぼすおそれがある。 

廃棄物の搬出入 ○ 
増加するごみ運搬車両の走行により、周辺集落に及ぼす

影響が考えられる。 

悪臭 悪臭 
土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排ガス） 
○ 

煙突から新たな排ガスが排出されるため、悪臭物質＊の

排出が考えられる。 

施設の稼動(機械

等の稼動) 
◎ 

分別、破砕･選別作業に伴い、悪臭が漏洩し、周辺地域に

対して影響を及ぼすおそれがある。 

水
環
境 

水質 

水の汚

れ 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
○ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されないが、施設内で使

用する生活雑排水は処理後に排水されるため、公共用水

域の水質に対し影響を及ぼすおそれがある。 

水の濁

り 

工事の実施 
造成工事及び 

施設の設置等 
○ 

工事中に発生する裸地から、降雨による濁水の発生が考

えられる。 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
○ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されないが、施設内で使

用する生活雑排水は処理後に排水されるため、公共用水

域の水質に対し影響を及ぼすおそれがある。 

有害物

質 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（排水） 
▲ 

施設の稼働によって発生する排水はクローズドシステム

を採用するため施設外には排水されない。このため、有

害物質を含む排水により、公共用水域の水質に対し影響

を及ぼすおそれはないため、環境影響評価項目として選

定しない。 

地 下 水

の 水 位

及 び 水

質 

地下水

の水位 

土地又は工作物

の存在及び供用 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
◎ 

施設の稼働に伴い、機器の冷却用や生活用水として地下

水を利用することにより、地下水の水位に影響を及ぼす

おそれがある。 

備考 

○印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目のうち、環境影響評価項目として選定した項目。 

◎印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目以外の項目で、環境影響評価項目として選定した項目。 

▲印は、新潟県環境影響評価条例技術指針の参考項目のうち、環境影響評価項目として選定しないこととした項目。 
 

 


